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組
戟
を
を
る
と
依
然
ど
し
て
、
従
来
の
階
級
的
秩
序
に
批
判
を
加
え
な
が
ら

、
'
 

大
名
の
封
地.は
旧
来
の
ま
ま
に
お
か
れ
、
.そ
の
支
@3
的
地
位
は
，武
士
階
級
の
占
'- 

め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

' 

*

.

さ
て
、
次
に
経
^
！!
^
を
実
施
す
る
主
体
に
つ
い
て
利
明
は
如
何
に

^

ベ
て
い
，

 

た
.か
。「

国
君」

の
ず
ぐ
れ.た
政
治
力
'の
到
来
に
す
べ
て
の
期
待
を
か
け
て
い 

.る
。
.こ
の
点
に
関
し
て
は
、
信
淵
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
制
度
的
改
変 

.の
推
進
力
は
、.ま
ず
従
来
の.支
配
脣
の-「

自
覚」

匕「

政
治
的
実
践.

」

' 
に
求
め 

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
'
利
明
の
場
合
に
お
い
，て
も
、

「

賢
君
明
壬」

に
そ
れ. 

■'を
.見
出
し
、.ざ
ら
に
そ
れ
が̂

^
と
な
る
や
、
結'局
.

「

絶
世
の
.英
主」

(

信
淵) 

や
-:
.
'
:

「

天
下
の
英
雄

」

.(

利
明)

.
.'
-を
待
望
す
石
と
い5
空
想
性
に
走
る
の
で
.あ
っ 

域
°5
か

く
て
、
，
.利

明

が

、
王
張
し
て

.い
た.経

^

^

は

自

ら

一

定
の

限

定
が

そ

こ
に 

...
見
出

さ‘れ
る
の
ぃ
で
あ
っ
，
て
；、
；
常

.に

.そ

.の
実
践
が.特
定
.の
.階

級
.
地
.位

..と
結
び
つ 

.き
、
;A
く
一
 

没
大
^
—
庶
民
の
，M

と
政
治
的
実
践
.に
よ
っ
て
主
蒸
に
推
進 

せ
し
め
る
こ
と
と
は
い
ち
じ
る
し
い
：へ
だ
た
ゥ
を
そ
.こ
に
見
出
し
ぅ
る
の
で
あ 

る
。
こ
れ
ら
の

「

下
が
ら1_
の
&

と

実
践
と
は
、
そ
の
社
会
的
.
経
済
的
成 

長
の
未
成
熟
の
俄
に
、

つ
い
に
十
分
な
，る
主
張
を
為
す
こ
と
が
出
来
ず
し
て
、 

常
に
制
度
的
な
社
会
的
変
革
は

「

上
か
ら」：

の
改
革
と
し
て
、
名
君
の
出
現
に 

よ
る
仁
政
の
発
現
と
し
て
待
望
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
利

㈣
に
お
い
て
も
、

こ
+の
こ
.と
が
明
白
に
よ
み
と
ら
れ
る
の
で
あ
る

.。
か
か
る
経
^
!
^
に
お
け
る
政 

赴
i

進
力
の
茌
り
方
は
、.やが
明
治
維
新
期
に
お
：ける新しい経
 

済
政
策
の
展
開
に
お
い
て
、
思
想
的
支
柱
と
な
る
べ
き
も
の
を
蕩
し
て
い
た 

も
0.
と
'ぃ
.ぅ
こ
と
が&.
来
ょ
ぅ
。
.

. 

終

L
'一
 
ー
.一

/

一六ス八五六

)

..

..

. 

..
•. 

..

.

/S
法T

)
」

0

利
明
，

r

河
道」

.

：(

本
多
利
明
集
一
一

'
.

11

五
頁
> 

'
:

(

法
一
--
-〉

ん
本
多
刹
明.「

経
世
秘
策
卷
上
し
ハ
本
多
利
明
集
八
五
頁

)
.

C

注
三)

丸
山
真
男
箸F

日
本
政
治
思
想
史
研
究1_
':1一

一

〇
〇
貢
参
照
。

.

〔

附
記〕  

.

.
利
明
括

1
.

方
：に
お
い

.て
商
業

•貨
幣
経
済
の
発
達
が
、武
士
及
び
農
民
：階
紙 

に
貧

_

を
.も
た
ら
し
、

.社
会
不
安
発
生
の
：因
と
：な
：る
；こへと

.を

.指
掎
し
て
い
る

■■
:

と
同
時
：に
、
：
他
方
ね
お
い
.
て
：商
業
；
貨
幣
経
済
め
：障
盛
：私
終
局
に
お
い
て
武 

士
及
び
農
民
階̂.
の
貧'困
を
解
決
す
る
所
以
で
あ
る
こ
-
と
を
：強
調
し
て
い
る 

,

^
は
法
目
^
値
す
'る
。
紅
か
る
議
論
が
形
成
し
た
そ
.
の
背
後
に
は
、
時
代
の 

推
移
*か'明
白
^
ょ
み
と_
れ
る
。
す
で
に
自
然
経
済
丨
農
業
本
位
の
時
代
が
■過 

ぎ
去

'̂
つ
つ.
あ
り
、
し
か
も
，そ
の
維
持
が
要
請
さ
れ
つ
つ
あ
る
ぅ
ち
に
、
新 

•■
':
し
い
時
代
べ
動
い
て
：い
た
：。

.
商
業
に
、
；
交
通
機
関
の
整
備
を
も
ふ
く
め
て
、 

.
ょ
っ
て
経
済
活®
を.
有
利.
に
行
い
、
.
：
.
以.
て..
富
裕.
に.
な
ら
ん
^
す
る
こ..
と
.の
中

ベ
に
、

H

業
の
：発
達
.が
や
：が
て
待
望
さ
れ
：

.て
来
る
。
か
か
る
時
代
の
推
移
が
、

.
 

実
は
科
明
の
農
政
論
の
性
格
と
そ
の
発
展
の
限
界
と
を
生
み
出
し
た
こ
と
と 

無
関
係
で
は
な
が
っ
，た

.0
'

.

.

.

,

(

昭
和
三
三
年
八
月

)

'

成

'長
理
'
論
と
分
配

..

-
.
. 

. 

.

.

.

.

.

~

f
カ

ル

ド

ア

•
モ

デ

ル

に

閨

す

る

若

千

の

論

評

• 

: 

; 

■
, 

.

.

.

’

経

済

成

長

，の
.モ
デ
ル.
.
.ビ
ル
デ
ィ
シ
ダ
に
関
し
て
、
.最
近
一
つ
め
責
献
が
直 

撕
さ
れ
た
。'す
な
わ
ち
、
カ
ル
ド
ア
の

H

コ
ノ
ミ
ッ
ク‘
ジ
T
丨
ナ
ル
認
上
に 

お
け
る
研
突
が
そ
れ
で
あ
る
。
.
力
ル
ド
ア

*
モ
デ
：ル
の
貢
献
と
目
さ
れ
る
も
の 

は
、
経
済
の
長
期
観
察
に
あ
ら
わ
れ
た
資
本

—

産
出
高
比
率

(

資
本
係
数

〕

.の 

不
変
性
と
分
_

の
恒
常
性
と
を
同
時
的
に
解
明
し
た
点
で
あ
る
と
い
え
よ 

5

0
カ
ル
ド
ア
は
両
者
の
同
時
的
な
解
明
に
当
っ
て
、
奋

_

が
投
罾
丨
双
得 

.比
率
に
依
存
す
る
と
い
》

巨
視
的
分
配
原
理
を
理
論
的
支
桂
と
じ
て
い
，る

0
.
 

け
れ
ど
も
、
同
時
に
導
入
さ
れ
た
経
済
成
長
に
関
す
：る
新
古
典
派
的
ヴ
ィ
ジ
ョ 

ン
と
こ
の
分̂

^
決
定
の
^

^
需
要
原
理
と
は
、
：は
た
し
て
ど
..こ
ま
ち
緊
密
な 

提

携

を

保

ち

づ

づ

け

る

こ

と

が

で

き

る

だ

ろ

ぅ

か

.。

.
私

の
水

論

の

目

的

は

こ

の 

点
を
読
者
の
批
判
に
ゆ
だ
ね
る
ベ
く
、
カ
ル
ド
ア

•
モ
デ
ル
の
基
本
的
^

^

を 

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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o
u
r
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.nal, Dec. 1957.
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德

的

分

配
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成
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理
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と
分
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大
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.
熊

,
1

郎

n
a
t
i
v
e
.

 

T
h
e
o
r
i
e
s
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 o
f

 s
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n

JH
e
v
i
e
w

 
o
f E

c
o
a
o
m

丨 

.

i
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S
t
u
d
i
e
s
,

 

N
o
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6
1
,
vol.. X

X
I
I
I
.

 

1
9
5
5
—
5
6
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を
参
照
せ
ょ

。

.

' 
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力
ル
ド
ア
，
.モ
デ
ル
の
構
造
に
特
色
を
.与

え

て

い

る

も

の

は

(&
)
技

術

進

歩

函 

数
と
⑶
投
資
函
数
と
の
一
石
.で
あ
る
，
以
下
は
じ
め
に
、

.こ
の
一
一
つ
の

㈣

罾
の 

性

質
.^

説
明
し
て
お
こ.ぅ
。
:;
、
>
: 

' 

.

㈨

技

術

進

歩

屋'.

へ

力
ル
ド
ア
は
生
産
函m

と
そ
の
時
間
的
，推
移
と
の
機
械
的
結
合
の
か
わ
り
に 

.技
術
進
歩
函
数
な
る
も
の
を
摁
示

-
^ね
0
.技
靈
歩
函
数
と
い3

の
は
、
労

働.
 

人
口一

人
当
り
産
出
高
の
増
加
率
す
な
わ
ち
労
働
生
産
性
の
上
昇
率
と
、
同
じ 

く一 ,

人
当
り
資
本
の
増
加
率
す
な
：わ
ち
資
本

I

労
働
比
率
の
上
昇
率
と
の
間
に 

函
数
関
傲
を
設
定
し
た
ネ
の
で
あ
る
パ
棱
霊
歩
函
数
は
次
頁
の
ょ
ぅ
な
國
で 

あ
ら
わ
さ
れ
奋
。
1
贫

働

生

唐

を2/
、
資
本
丨
労
働
比
率
を
た
と
す
れ
ば
、
雨
者 

の
上
昇
率
の
询
輕
ば
|
|

〗

で
示
さ
れ
る
ー
定
の
関
係
が
存
在
す
る

。

•

:

:

一

七

(

八
五
七

)



'.
労

蜜
®

i.

と
^

^

1労
働
比
率
と
の
図0
よ
う
な
関
係
に
へ
つ
：い
て
、

'
.
:
为
ル
'
 

ド
ァ
ば
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
資
本
！
労
働
：

S

率
の
上
昇
は
か

X

な
ら
ず
従
来
よ
り
優
秀
な
技 

術
の
導
入
を
伴
う
も
の
で
あ 

り
、
か
つ
労
働
生
産
性
を
高 

め
る
技
術
進
歩
は
ほ
と
ん
'ど
ン 

'■
.
が
資
本
I
労
働
比
率
の
上
昇 

.

.を

.必
要
と
す
る
：も.‘の
..で
あ 

:
る
。
い
い
か
え
れ
ば
資
本
蓄 

積
は
技
^fl

歩
に
よ
っ
て
誘 

.

.起
さ
れ
、
技
^
#
入
は
資
本 

蓄
積
の
大
き
さ
.に
よ
っ
て
制 

~

I

~

I 

- 

T

約
さ
れ
る
。
技
術
進
歩
函
数

が
.プ
ラ
ス
の
切
片
を
も
つ
の
は
、
た
と
え
資
本

—

^
働
比
率
が
一
定
で
も
、
あ 

る
程
度
§

働
生
産
性
の
上
昇
が
可
能
で
あ
る

.こ
と
を
示
す
。ま
た

技
#
進
歩 

函
数
が
四
五
度
線
を
左
か
ら
切
る
よ
う
な
傾
斜
を
も
つ
の
は
、
あ
る
限
思
を
超 

え
る
と
生
産
性
は
資
本
蓄
積
0.
速
か
な
増
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
あ
ま
り
上
昇
し 

な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
図
の
卩
点
で
は
両
者
が
ち
ょ
う
ど
相
等
し
い
。

技
術
進
歩}
!
は̂
し
か
し
な
が
ら
、㈠

ー定
率
の
中
立
的
技
術
進
歩
の
流
れ 

が
た
え
ず
存
在
す
る
こ
と
、
㈡
生
産
函
数
が
生
産
の
規
模
に
関
レ
て
収
益
不
変 

で
あ
る
こ
と
の
ニ
点
を
よ
り
ど

こ

ろ

と

し

て
、
生
産
函
数
とそ

の
時
間
的
推
移 

と
の
結
合
か
ら
み
ち
び
く
こ
と
が
で
き
る
。
ダ
グ
ラ
ス
型
生
産
函
数
を
用
い
れ

-

一

八
.

(

八
五
八〕

ば
、
中

立

的

技

術

叢

は-

.

•

,;
-.'

y

 
=
%
ょ

ぁ 
W

M

^
.
.
.
:

'

'へ
：
'

'

?

.

y

"
%
ニ 

%

>

. 

'
 

,

で
あ
ら
わ
せ
る
。•：
<

は
技
術
進
歩

率
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら技
術
進
歩
函
数

.

■

-

:-
:
-
k
..
v

:

r
.'
:■
. 

. 

. 

i 

.

y

 

ダ

が
み
ち
び
き
だ
せ
る
。
図
の
|
1線
の
切
片
は
技
術
進
歩
率
«^
で
あ
り
\
そ
の
傾

斜
が
が
で
あ
る
。

$
<
1

だ
か
ら
、0

0
な
る
切
片
を
も
つ
げ
線
は
か
な
ら 

a
l

)

•

ず
四
五
度
線
を
左
か
ら
切
る
。

,

か
く
し
て
資
本
丨
労
働
比
率
の
上
昇
は
か
な
ら
ず
新
技
術
の
導
入
を
伴
ぅ
と

い
ぅ
カ
ル
ド
ア
の
技
術
進
歩
函
数
は
、
取
益
不
変
の
生
産
函
数
と
技
術
の
中
立

(

三)

的
進
歩
と
に
還

1
R

で
.き
る
。
：

■ ■■■-
■
 

...
 

, -

■

..

注(
1  

' :

A

 M
odel

ミ
，pp

.

01
95
 

丨s*

(

ニ〉

ダ
グ
ラ
ス
型
生
産
面
数
の
例
で
は
、

TT
線
は
直
線
で
あ
ら
わ
'さ
れ
ね 

ば
な
ら
な
い。

■

(
三)

力
，
.ル
ド

ア
•

モ
デ
ル
で
は
資
本
は
生■産
費
で
測
ら
れ
る
。
も
し
産
出 

高
お
よ
び
資
本
を
賃
金

(

W)

タ
ー
ム
で
測
る
な
ら
ば 

Y
§
=
\、'

K

%、
L
T、

ゆ
え
.に

I 

Y

=

\
、”
s
、、
？
L)

r
'1
?
、

こ
の
場
合
技
術
進
歩
面
数
,it
'

• 

* 

•

今

"

H

も
し
も
賃
金
.が

コ
ゾ

ス
タ
ン
ト
な
ら
、

あ
た
か
も
生
産
費
タ
ー
ム
の
技
術 

進
歩
面
数
そ
の
も
の
に
帰
す
る
ょ
ぅ
に
み
え
る
が
、

事
実
は
、
完
全
競
争 

の
下
で
は
賃
金
叫
の
縢
貴
率
は
資
本
丨
労
働
比
率
た
の
上
昇
率
に
相
等
し 

い
か
ら
、

こ
の
.式
は

ド

i

七
ホ

と
書
き
か
え
ら
れ
る
タ
こ
の
こ
と
は
図
で
は
旧
線
が
ー
を
切
片
と
し
て
四 

五
度
線
に
比
例
し
たIt
.線
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て

、

H 

:
技
術
不
変
の
状
況
下
で
は
産
出
高
の
成
長
率
は
つ
ね
に
資
本
蓄
積
率
に
等

’
 

し
く
、S

技
術
が
一
定
率
で
進
歩
す
る
^

^
下
で
は
.、
産
出
高
成
長
率
は 

資
本
蓄
積
率
を
た
え
ず
技
吣
^
ホ
申
だ
H-
'
.Jb
わ
ま
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な 

ら
な
..い
。
こ
れ
が
賃
金
タ
ー
ム
'
.の
生
産
面
数

(

た
と
_え
ば
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の’

.
生
産
面
数

)

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
'る
。

:
(b
)

投
資
函
数
丨

成
長
モ
デ
ル
の
中
に
占
め
る
投
資
i

'
の
位
置
い
か
ん
は
別
と
し
て
、.
投
資 

函
数
..そ
の
も
の
.の
'

5
-

に
.
.力
.ル
ド
.ア
.は
す
ぐ
れ
.た
経
^

^
的
内
容
を
盛
.り
こ
.ん
で
.
. 

い
る
.
。
' ま
ず
売
上
高
の
増
加
と
利
益
率
と
^

関
し
、
近
い
過
去
の
経
験
が
そ
の
.

成
長
理
論
と
分
配'

ま
ま
将
来
の
見
とお
し
と
な
る
こ
と
を
仮
^
し
て予
想
.の
問
題
を
回
避
す
る
な 

ら
ば
、
投
資
函
数.は
次
の.よ
ぅ
な
企P

の
投
資
決
意
を
内
容
と
す
る
も
の
で 

な
け
れ
ば■な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

,

B

.資
本
の
利
潤
率
を.：一：定
と
す
れ
ば
、
企
業
者
は
資
本
丨
売
上
高
比
率

(

な 

い
し
資
本
の
回
転
率

》

-

を
.ー，定
に
聚
も
と.ぅ
'と
す
る0 

.

.

㈡

利
潤
率
が
增
加
す
れ
ば
資
本
丨
売
上
高
此
率
を
高
め
よ
ぅ
と
す
る
。

㈢

以
上
の
企
馨
心
理
に
：も
と
づ
い
て
、
現
実
の
資
本
を

所
望
資
本
に
一 

致
.さ
せ
よ.ぅ
と
：す？)
'
。
.

期
初
に
ぉ
い
飞
所
望
資
本
が
現
実
資
本
に
一
、
致
し
て
い
る
、

',
一
 

様
な
成
長
経 

済
で
は
、
投
資
函
数
は
㈠
と
㈢
と
の
み
を
腸
表
的
に
あ
ら
わ
せ
ば
よ
い
。
そ
の 

場
合
利
濶
を?
で
し
る
せ
ば
、
把
資
函
数
は
：

.
ト

=
a
+-̂
卜

.

で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
利
溝
率
が
コ
.ン
ス
タ
ン
ト
な
ら
ば
投
資
は
加
速
度
原
理
の 

ま
っ
た
く
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

w.
=「

R.
H-
7
3、̂

j
K.
.

で
示
ざ
れ
る0
か
,？
こ
内
が
加
速
度
緩
で
あ
る
'0
利
潤
率
を
も
独
立
囊
と 

か
ん
.が
VX.
.る
な
ら
ば
、'.
'
.
一
'般
に

f

^

^

M

i
J .
'
i
'
T

.

.

■•r

'.
fv
'
.'
v':....

が
，
ヵ

ル

ド
7
の
投
資1
:

で
あ
る。'

一

九
.'(

八
五.
九)



'力
.ル
ド
.

K
:

の
投
資
函
数
の
特
徵
忟
㈠
資
本
の
絶
対
量
で
ほ
な
し
ぬ
資
本
：の
売
：
 

上
高
に
対
す
る̂

^
量
が
利
|

の
増
加
函
数
で
お
る
芑
と
、
^
資
沐
丨
売
上'
 

高
此
率
の
恒
常
姓
を
生
産
の
技
術
的
関
係
に
求
め
ず

1>
て
、
：企
業
財
務
の
健
全 

化
を
は
狀
る
企
馨
心
理
：に
求
め
た
こ
と
で
あ
ろ
ぅ

。
::
'
'
;

:
.以
下
の
説
明
で
、は
論
議
の
ず
じ
道
を
で
き
る
だ
け
簡
明
に
す
る
た
，め
、

-:
投
資

.讓

を

,-
.
- 

二 

.

■

•

 

' 

へ
.

:

'

'

W

... :T>.

;''

»
 

-

-

-M

U

R

+
t o

、-

-

-

-

.
-
Y
.',

>，
：Y

:r 

と
書
く
こ..と
に
ず
る

O 

.そ
ぅ
し
て
も
、.力
.ル
.ド
?'
,
.
•モ
デ
..ル.
.の
^

^
を
大
き
く.

: 

(

ニ)

. 

：

、

：

.

逸
税
水
る.こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
o「

注(

一)
*
,
A

 M
o
d
e
l
J
P
P
，
599-602，

:.:

'

(

二)

. 

'で
あ
る
か.ら

力
.ル
.ド
ア
の
投
資
面
歡
は

k !|w

II

命
、 ノ

^
r
=
«
+
i
5

、̂

r
と
此
較
さ

で
あ
る
。.本
文
に
再
權
成
し
た
投
.資
菌
数

れ
た
い
。
両
者
の
相
違
は
'

資
本—

売
上
高
比
率
の
分
配
率
に
関
す
る
感
応 

性
い
か
ん
に
依
存
し
て
い
.

る
。

ニ
'
.
.

カ
ル
ド
ア
..
モ

デ

ル

の
は
、

前

節

に

定

_

し
た
形
の
生
産
函
数お
よ 

び
投
醫
数
を
用
い
て
次
の
よ
う
に
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る

.0

'
I
H
.
生

産

函

数

；一

麵

#

Y
=
\
 々
K
s

、
L
n

.

.

.

.

,
.

.

.

.

ン—

」

.-

こ
九
を
ヵ
ル
ド
ア

Q

い
わ
ゆ
名
技
術
進
歩
函
数
に
書
き
な
お
せ
ば
、

.■.'

- 

.

.

■

■
:
'
.
:
>
: 

.

'..;

、
，.
.

参
'
. 

• 

• 

~

1̂
1 nn 

:

Y

w

JL

s

労
働
人
ロ
の
増
加
率
を
ホ
と
す
れ
ば
、
完
全
雇
用
を
維
持
す
る
た
込
の
生
産 

•の

技
術

的
関

係
はV

:

+
/
ŷ
f-
c
l
lxe
)o
s

二 

'
.貯
蓄
函
数.

-
^
r
=

(

a—

i
3
v+-
XD
7 
T
t
"
^l

3

.
::•
£

c
r 

a
は
資
本
所
有
者
の
貯
蓄
性
向
、
择
は
労
働
者
の
貯
蓄
性
向
を
あ
ら 

わ
し
て
；
；
る。.

'

■•

三

投

資

函

数

，
：

(

ま
た
は
分
配
函
数

)

.

=a、 4-i9

?r.

し
た
が1,.

て

投

雲

向

は.

,
 ̂

-.
:■
;

々

• 

-------------

"(

R
+
'̂
TO-
-̂

-f
tD
H'

.

.

..X
..

. ,... 

'

§

投
資
函
数
は
次
の

よ
5

K  

資 
本 
蓄 
積 
率 ■

の，

形
で
あ

ら
わ .

す
シ.
と

が
で

る

N. 

I
P
 
.
.

H

K

 

: 

v

+-c
o
fr
-f
Y

四

投

資

丨

®

均
等
式

CO
■

以
上
の
方
程
式
組
織
を
も
っ
て
、
完
全
雇
用
成
長
経
済
に
お
け
る
分
甄
率
決 

定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
。

順
序
と
し
て
ま
ず
、
分
配
率
7T
を
独
立
囊
と
し
た
裏
需
要
成
長
率
を
求 

め
ょ
ぅ
パ
⑷
の
条
件
に
⑶
ぉ
ょ
び
邮
を
代
入
し
て

.

.Y 

.

.
 Caljs)7r+i9

1
w
rf
.
 

Y
a
-

+
导

g ；

が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
が
ハ

a

ッ
ドv

モ
デ
ル.
の
保
証
成
長
率cl

に
相
当
す
る
。 

前
節
の
投
資}
!数
の
説
明
で
述
べ
た
ょ
ぅ
に
、
.
一
様
な
成
長
経
済
で
.は
期
勒
に 

お
い
て.
は
1

資
本
の
バ
ッ
クP
ッ
ダ
は
な
い
と
仮
定
す
る
か
ら
、
こ
の
1
 

需
要
成
長
率
は
資
本
の
完
全
利.̂
诚
嚷
率
を
示
す:0
す
な
わ
ち
％
'契

を
 

に
代
入
す
れ
ば
、
：冬
れ
が
完
全
利
媒
藤
を
維
持
す
る
資
本
蓄
積
率
で
あ
る
。

.

次
に
、;
製

.に
お
げ
る
資
本
蓄
積
率
を
⑴
式
に
代
入
し
て
、
分

擊

を
独

立 

讓
と
し
た
完
全.雇
用
成
長
率
を
求
め
る
？
.す
な
わ
ち、
：
. 

.

_

+

(

t

3

4

^  • 
<y>

Y

 

.

1

丨
，

I

■ 

- 

.

. 

- 
-

■.
-■.

,
:

.

.

.

.

:
' 

.

こ
れ
が
ハ
ヅ
ロ
ッ
ド
.
*
デ
ル
に
.お
け
る
自
然
成
長
率
ル
に
相
当
す
る
も
の
で
あ

る

最
後
に
保
証
成
長
率
と
自
然
成
長
率
と
の
一
致
を
条
件
と
し
て
、
分
酹
率 

を
決
定
す
る
。(5
)
お
ょ
び
(6
)
式

か

ら,

ド
，
.
パ
 

..パ'.
:

{cll̂
yc
fl

丨
.3l
%
xo
.r 
c
x
l
-̂
^
，n}1

P
.

.. 

.

.

.

.

.

. 

. 

V.:.... 

‘ 

.

+

へ1

1

^〉is 

10CV' 

―

p

l
/
J
O

R
、
t
 

w 

.

れ
を
解
け
は'

7T
=

 (
7
1
。

+

-I

J > | w

た
だ
し
、

A
W 命

{(1

丨
/
3
0

(

1

丫

§

、

—
(

1
|
3
,
} 

”

 

B

 

=
^|
-
{

(

1
丨
^
^
.
丨
 

a、%I
c
l
—
i
s
o
R
c

' 

3

も

し

もA
<

0

な
ら
ば
、
 

：

.

.

•
-'
:■
つ
ニ
 

W

 — 

.
，

.11m 7Z "

—

M
l 

:

,
t

+

8 
. .
.

■A

 

'

c o l

成
長
理
論
と
分
配

す
な
わ
ち
、
究
極
に
お
い
て
分
配
率
は
一
定
値
に
収
束
す
る
。

■.い
'ま
W
.
J
O
. 

tt.

の
：大
き
さ
を
均
衡
分
配
率
と
称
す
る
な
ら
ば
、

.均
衡
分
平
に

.
 

対
0
す
る
所
得.の
成
長
率
は
と
.の
冗
を
(5
)
ま
：た
.は(6
)
式
に
代
入
し
て、
.
.

.
H

 

i
l

^
H 

广 

.：.

と
な
り
ノ
こ
の
均
衡
成
長
庫
に
货
芯
す
る
資
本
蓄
積
库
も
せ
た
抑
式
ょ
り

.



K

 

%

r

:
WI
K—

1
I
，
':
.

J

,

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
均
衡
分
®

の
下
で
は

H -
W -

. 

%

-

:

,:
言

が
成
立
す
る0

. 

■ ，
 

二

.

.
以
上
を
長
期
均
衡
分
賺
決
定
の

メ
カ

-i

ズ
ム
と
称
す
る
な
ら
ば
、
.力
ル
ド 

ア
.
モ
デ
ル
に.お
い
て
は
、
均
衡
分

i

は
体
系
を
規
定
する
パ
ラ
メ

 

I

タ
I
 

■
の
大
き
さ
に
は
依
存
す
る
け
れ
ど
も
、
長
期
均
衡
成
長
率
は
労
働
人
口
増
加
率 

れ
、
技
術
進
歩
率\
、
労
働
の
生
産
弾
カ
性

(
丫

^)

の
大
き
さ
に
の
み
め̂ 

す
る
。
い
い
か
え
れ
ば
.均
衡
分
筆
が
い
か
な
る
大
き
さ
に

定
ま
ろ
ぅ
と
も
、
 

長
期
均
衡
成
長
率
は
こ
の
均
衡
分

$

に
は
依
存
せ
ず
、
た
だ
生
産
の
技
術
的 

霍
に
の
み
依
存
す
る。

.

こ
の
均
衡
成
長
条
件
の
下
で
は
、
，
資
本
主

_

済
の
特
性
を
示
す
諸i

、 

す
な
ゎ
ち
利
潤
率̂
尺
バ
資
本
緩
丈?
、
投
資
性
向i
j
Y等
も
ま
た
一

矩
の
値
を
も
つこ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る。
.
.

最
後
に
、
成
長
経
済
の
ニ
つ
の®

ケ
ー
ス
を
マ
ル
ク
シ
ア
ン
.
ケ
I
ス
な 

ら
び
に.
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
、
ケ
ー
ス
と
ょ
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ

ー

ス
を
カ
ル
ド■ 

ア.
■モ.
デ.
ル
が
ら
み
ち
び
き
だ
し
て
お
こ
ぅ
。

1

マ
ル
ク
シ...ア
ン.
.
ケ
.丨
ス

労
働
者
に
は
最
低
生
活
水
準
を
維
持
す
る
に
足
る
以
上
の

«
を
が
#
え
ら
れ 

ず

、

し

た

が

っ

て

彼

ら

の

貯

蓄

率

は

ゼ

，.ロ

す

な

わ

ち

-O
D
H
0で
ー
ぁ
る
。

と

の

場

.

二 
ニ 

(

八
六
5

合
に
も
究
極
：に
お
け
る
均
衡
成
長
率
は

同
じ
で
あ
る
。均
衡
成
長
率
は
貯
蓄
率 

か
ら
独
立
だ
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
と
り
あ
ぐ
べ
き
も
の
は
利
潤
率

P
1
Kの 

大
き
さ
で
あ
る
。
均
衡
分
筆
の
下
で
、
か
，つ

I

の
場
合
の
均
衡
利
■
率

は
'
‘

:

:,.
. 

:

- 

'

■ 

h.
»
K

内

R

で.
あ
る
0
そこ
で
、
も
し

資
本
家
階
級
の
•
貯

蓄

率

«

が
1
に
近
づ
け
ば
ち
か
づ 

く
ほ
ど
、
利
潤
率
の
大
き
さ
は
均
衡
成
長
率

r
に
接
近
す
る
。a

i
な
ら
ば

F

 

、

叫

=
r

で
あ
.つ
て
、
利
潤
率
は
均
衡
成
長
率
に
一
致
す
る
。
こ
の
ょ
う
な
状
態
は

利
潤 

が
す
べ
て
投
資
さ
れ
る
こ
と
に
ょ
つ
て
達
成
さ
れ
、
そ
の
こ
と
は
均
衡
分
配
率 

K
お
ょ
び
投
資
性
向..

K

Yが

P

 

K

 

i

K 

^

I

I

そ
1

%
巧

で
示
さ
れ
る
ょ
う
に
、
同
じ
大
：
き
さ
に
な
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。も
し 

a
が
1
ょ
り
小
な
ら
ば
、利
潤
率
は
成
長
率
ァ
を
超
え
る
。
す
な
わ
ちwid* 

o
w

orc
ru

se

と
よ
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

ニ

ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
•
ケー
ス

'
不
完
全
雇
用
状
態
の
卞
で
は
ヽ
㈠
経
済
斯
動
は
有
効
需
要
水
準
に
ょ
つ
て
定 

ま
り
、
：
技
術
進
歩
函
数
の
示
す
生
産
技
術
上
の
制
約
は
有
効
性
を
失
う
。
さ
ら 

に
、
㈡

の
。ハ.ラ

メ

ー

タ

ー

機

能

は

停

止

ず

る

か

ら

分

,

は
独
占
度
そ
の

他
競
争
市
場
の
機
能
以
外
の
要
因
に
ょ
っ
て
恣
意
的
に
決
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で 

分
^

^
の
水
準
を
所
与
と
す
る
こ
と
が
で
き

''
こ
れ
を
4
11
.与

と

.し
て
あ
ら 

わ
そ
ぅ
。
こ
の
叫
を
⑵
、
咪
お
ょ
び
⑷
の
方
程
式
組
織
が
示
す
有
効
需
要
モ
デ 

ル
に
代
入
す
れ
ば
、

k |ド

(RI/3)7T0+
19

r
-

:+
xc
»
f.

を
得
る
。
も
ち
ろ
ん
、
分
子
.
は
社
会
の
平
均
貯
蓄
率
で
あ
り
、
分
母
は
資
本
係 

数
で
あ
る
。
：ず
な
わ
ち
、
成
長
率
は
所
与
の
分
賺
に
対
応
し
た

' 

一
定
の
貯 

蓄
率
お
よ
，ひ
資
本
霞
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
A
。

. 

/ 

.

注(

一)

.A
A

0

の
条
件
は
も
と
の
パ
ラ
メ
ー
タ

ー

で
あ
ら
わ
せ
ば
、

g
l

tp
へ 

%__

 
_ !

で
あ
る
。
右
辺
は
以
下
本
文
に
示
す
均
衡
成
長
率
r
で
あ
る
。
成
長
率
が 

経
験
的
'に
与
え
ら
れる
よ

ぅ

な

大
き
さ
の

範
囲
内
に
：.ある
た
，め
に
は
、
資 

本
家
と
労
働.
者
の
貯
蓄
率
は(

も
ち
ろ
んg
v
xs
)
で
あ
る)

.
で
き
る
だ
け 

.
接
近
し
、
投
資
の
利
潤
に
対
す
る
感
虛
度
は
で
き
る
だ
け
高
く
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。

三

カ
ル
ド
ア
，
モ
デ
ル
を分
i

決
定
の
成
長モ
デ
ル
と
し
て
以
上
にi

成 

成
長
理
論
と
分
配

し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
.冒
頭
の
疑
問
に
立
ち
か
え
る
。
力

.ル

.ド
ア
.
モ 

デ
ル
は
：ひと
く
ち.
に
，い
え
ば
、
技
術
進
歩
函
数
に
含
ま
.れ
て
い
る
新
古
典
派
的 

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
有
効
需
要
原
理
の
分
析
要
具
に
ょ
.っ
て
処
理
し
た
も
の
で
あ
る 

-が
、
.;
'こ
.の
両
者
ば
は#
じ
て
碧
な
提
携
を
た
も
っ
て
い
る
だ

.ろ
う
か
。
こ
れ 

に
：関
連
し.て
、
' 以
上
.の
ヵ
ル
ド̂

ス
モ
デ
ル
の
分
析
か
ら
次
の
ニ
一
点
を
批
判
的

.
 

結
論
と
し
て
あ
げ
て
お
こ
う
。

厶
成
長
饔
の
安
釋

力
-ル

ド

ア

•

モ
.デ
ル
に

あ
っ
ツ
て
、
は
分
配

率
そ
の
も
の
が
.独
立
.
^
と̂
し

て

.あ
 

つ
か
わ
れ
、

一' 見
.分
|

の
自
働
調
整
作
用
を
通
じ
て
、
i

r

お
け
る

完
全 

雇
用
成
長
率

(

ハ
ロ
义
；ト
.の
自
然
成
長
率
6 „
>

と4̂

需
要
成
長
率

(

ハ
ロ
ッ 

K

の
.保証成長との

一
致
が

達
成
さ
れる
と

い
う
構
成
が
と
ら
れ
て

い 

.る
。

し
か
し

%
し
.そ
う
な
ら

ば
、
.す
な
わ
ち
ヵ
ル
ド
ア
.の
い
う
ょ
う
に

0 ?
と 

‘

と

が

一
致
する
方
向
に向
う

働
き
が
経
済
体
系
の
中
に
存
す
る
な
ら
ば
、

分 

配

率

K

に
ょ
る
ち
と
‘

と
め
自
働
調
整
作
用
が
明
ら
.か

に

さ

れ

ね

ば
な

ら

な

前
節
で
示
し
た
よ
う
に
、
完
全
雇
用
啦
長
率
す
な
ゎ
ち
ち
は

0
3 

n
.

R

t o

a、
+
i5、
7r+
 
el
ls

さ

H
l
^

で
あ
'?
た
。
ま
た
、
■

需
要
成
長
率
ち
は

1 

f
 

xal!3yn+
$

 
丨 0̂

'.': 

:

3

.

.

.

M 

q格 
I
:.
'
';;
.
ft、 -

H
3、 7r 

'

'で
あ
っ
た0
い
ま
々
の
均
衡
値
を
元
：
と
す
る
な
ら
ば
、
元

に
対
^
す
る
6
，
お

\

し

ニ



.よ
び
^
は
.そ
れ
ぞ
れ:.
'

'

'^
"

-

I

^

J:.
、

'

,

へ

_

:

\

; 

, 

Q

1

l

^

f

l

l
 

:
 

(5
f 

.

で
あ
^
、'
'か
つ
.？

H
G，

：
で
あ
る
。

両

者

の

.

.
一
致
し
た
均
衡
成
長
率
が
安
窟 

的
で
あ
る
た
め
に
は
、
'
&
0
泛̂
¥

§
1,
免

で

な

く

て

は

な

ら

な

い

。
.も
し 

そ
ぅ
な
ら
、
；
分
顏
が
均
衡
分
賺
以
上
に
な
れ
ば

0,
1は
ん
を
上.わ
ま
わ
ヵ、
:-
'','

I

需
要
.は
不
足
し
で
生
産
幾
嫩
の
不
完
全
利
用
状
態
に

'お
へ
ち
い
：
り
、
新

殳

身 

は
減
少
し
、.し
た
が
.っ
て
分
配
率
が
下
降
し
て
も
と
の
均
衡
分
配
率
に
び
き
も 

ど
さ
れ
る
。
分
配
率
が
均
衡
分
配
率
を
下
ま
わ

.る
な
ら
ば
、
反
対
に
^
は
ル
を 

上
わ
ま
わ
っ
て
、
蕩
需
要
は
生
産
資
源
の
^
全
利
用
水
準
を
超
え
て
増
大
す 

る
。
そ
の
結
果
新
投
資
は
ま
す
ま
す
増
大
し
、
分
®
率
も
ま
た
上
昇
し
て
均
衡 

分
,

に
—

す

る
.-
°
.

•
.こ
の
安
定
条
件
が
満
た
さ
れ
る
た
め
に

.は
経
■

造
に
ど
の
：ょ
ぅ
な
条
件
が 

課
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
。
(6
)
に
示
さ
れ
る
ょ
ぅ
に
、
均
衡
成
長
率
に
お
け
る 

d

は
5 

.
に
依
存
せ
ず
。ハ
'ラ
夂
丨
タ
ー
の
み
に
依
存
す
る
か
ら
、
安
定
条
件
は 

d
Q
J
d
w
A
Q

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
阶
式
か
ら

' 

p
f
xo
\

xo『

.

.

•t
o

fL

と
書
き
な
お
す
こ
と
が
：で
き
る
。
左
辺
は
資
本
家
と
労
働
者
の

.貯
蓄
率
の
相
対.
 

的
な
開
差
を
示
し
、
右
辺
は
新
投
資
が
利
潤
お
よ
び
売
上
増
加
分
の
.い
ず
れ
に

V
. 

V
-
'
.
-
' 

:

-!
.四
：C

八
：六
：四
 

>
.

対
し
：て
感6
性
が
0
よ
1.
\
か
：9
相
；̂

な
^

^
を
あ
ら
お
も
て
い
る
。

1

般
に
.
 

貯
蓄
率
®
と
沒
と
は
か
な
り
の
開
き
が
あ
り
、

'
か
つy

が
大
と
な
り

ca

が

と
 

な
る
ほ
ど
左
辺
は
史
す
ま
す
大
と
が
る
の
で
あ

.る
か
ら
、
新
投
資
の
利
潤
に
対 

す
る
感
取
性
ぱ
壳.上
増
加
.'に
対
す
各
感
麻
性
よ
り
は
る
か
に
強
く
な
け
れ
ば
、 

土
式
は

成

立
：た
な
い
：。

“
い

か

え

れ

ば

づ

貧

本

康

の

0

は
^

^

^

理

で

な 

<
、
'利
潤
原
现
に
よ
っ
て
律
せ
^:
-れ
ね
ば
な
ら
な
い;°
.

,
 

,新
进
典
派
的
成
長
モ.デ
ル
'に
あ
っ
て
は'、
.

と̂
^
と
は
生
産
要
素
た
る
労
働 

と
資
本
の®

の
相
対
的
変
化
を
通
じ
て
、
す
な
わ
ち
競
争
市
場
の
メ
力
ニ
ズ 

.ん
を
通
じ
て
つ
：
ね
に
一
；
致

す

る

こ

と

が

保

証

さ

れ

て

'い
る
。(

し
か
し
そ
の
こ 

と
は
同
時
に̂

^
需
要
原
理
の
無
効
化
を
意
味
し
て
い
る

0)

力

ル

ド
ア

‘
モ
デ 

.

.

.
ル

に

お

V

て
は
G，
ど
^
と
め
-
致
が
要
請
さ
れ
た
条
件
と
し
て
、.
暗
黙
の
う
ち 

に
'モ
デ
ル
の.中
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
構
成
は
ハ
口

'/
ド
,
 

ド
ウ
マ>

1

•

'モ
デ
ル.と
本
質
的
に
は
同
じ
で
：

.あ
る
。
：
も
し
ん
と
ん
と
を
：

I,

致
さ 

せ
る
よ
う
な
方
が
経
済
体
系
内
に
あ
り
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
は
資
本
家
の

®
 

に
強
い
制
約
を
設
け
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
と
と
は
ヵ
ル
ド
.ア
が
投
資
函
数
に
盛 

っ
た
内
容
か
ら
は
か
な
り
か
け
離
れ
て
し
ま
う
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。 

1
”
分
配
率
.の
.決
定
要
因.':
.

.第
二
に
、
：
力.ル
ド
ア
.'
-
モ

デ

ル

の

中

幅

を

な

し

て

，い
る
技
術
進
歩
函
数
に
立 

ち
か
え
.ろ
う
。
技
術
進
歩
函
数
は
伝
f

経
済
理
論
に
反
訳
し
な
お
せ
.ば
、
.

j 

次
同
次
の
ダ
.グ
ラ
ス
型
生
産
函
数
と
中
立
的
技
術
進
歩
と
の
結
合
で
あ
っ
た
こ 

と
は
、
第一
節
に
見
だ•と
お
り
で
：あ
る
。
も
し
も
完
全
雇
用
の
下
で
、
分
配
率

.
 

を
独
立
^
^
と
見
う
る
よ
う
な
企
業
間
の
自
由
競
争
が
前
提
と
な
つ
て
い
る
な

ら
ば
、
均
衡
状
態
で
は
労
働
お
よ
び
資
本
の

f

は
そ
れ
ぞ
れ
の
限
界
生
産
力 

に
等
し
く
、
ま
た
両
者
の
報
酬
の
合
計
は
生
産
物
の

i

値

に
一
致
し
な
け
れ 

ば
な
^
な
い

.0
これを
ダグラ
ス型生
産函数
に
 

つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
均
街
で
は
資
本
の
報
酬
は
生
産
の
資
本
弾
力
性
！
！
に
一

.
 

致
し
、
労
働
の
報
酬
は
生
産
の
労
働
弾

§

1

4

に
一
ま
し
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い

)

。
分
i

兀
は当

然
！；；

に
等
し
く
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

'
と
こ
ろ
が
、
.
カ
ル
ド
，ア•.
モ.
デ
ル.
に..お.
け
る
均
衡
分
配
率.は
(9
)
式.
で
#
え
ら 

:

れ
る
よ
う
に
、
；
経
^

^

を
規
定
す
る
す
べ
て
の
パ
ラ
メ
ー
タ

ー

の
値
に
依
存 

し
て
お
り
ノ
こ
れ
がダ
に
等
し
：い
と
い
う
保
証
は
な
い
。W
に
響
し
く
な
る
の 

は
、
た
ま
た
ま
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
大
き
さ
の
間
に
特
殊
の
関
係
が
認
め
ら
れ
る 

と
き
に
か
き
る
の
で
あ
り
、

.1

般
に
は
■一
 

致
し
え
な
レ
。
 

八
.
.

完
全
雇
用
経
済
の
下
で
分
i

を

独

立

^

^

と

見

な

し

う

る

よ

う

な

競

争

条 

.

件
が
成
立
っ
.
て

い
る
と

ず
る
な
ら
ば
、
0

f

は
当
然
が
で
な
く
ては
な
ら 

.

，
ぬ
。
こ
な
よ
う
な
条
件
下
で
な
枳
か
つ
限
界
生
産
カ
説
を
否
定
す
る
た
め
の
論 

理
が
、•
ヵ
ル
.ド
ア
，
モ
デ
ル
に
は
：欠
け
て
い
る
^
で
あ
る
。
成
長
モ
デ
ル
に
お 

け
る
分
配
の
扱
い
方
は
、

.
こ
.の
点
を
さ
ら
に
明
確
に
す
る
こ
と
を
も

.っ
'て
出
靡 

点
と
し
な
け
れ
ば.な
ら
な
い
。

.
•
.

4 

.
こ
こ.
で
新
古
典
派
的
成
長
モ
デ
ル

(

ダ
グ
ラ
.ス'型
坐
'產
面
数
を
前
提
と
し
も

〕 

と
ハ
ロ
ッ
ド.
ド
ゥ
マ
ー
型
嘉
需
耍
モ
デ
ル
.と
の
対
立
点
を
分
配
の
見
地
か 

ら
明
ら
が
に
'し
て
お
と..う
？
第
一
に
新
古
典
派
的
成
長
.
モ
デ
ル
で
は
、
：年
々

」

の
.-
'
 

資
本
蓄
積
の*k

わ
か
0
5:.
ば
貯
蓄
率
に
依
存
す
る
が
、蓄
積
の
速
さ

(

K
KV 

は
|
:
に.
ぉ
ぃ
て
貯
蓄
率
に
侬
存
せ
ず
、
'技
術
進
歩
率
ふ
人
ロ
増
加
率
と
.ぃ
ぅ

外
部
的
与
件
に
の
み
依
存
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
.資
本
蓄
積
率
は
分
擊
か
ら 

独
立
で
あ
る
。'第
一
一
に
要
モ
デ
ル
で

は

、

E

M
に
^
本
蓄
積
の
.大
き
さ 

は
貯
蓄
率
に
依
存
し
な
い
。

「

投
資
は
貯
蓄
と
は
別
個
の
動
機
と
源
泉
と
に
よ
っ 

て
行
わ
れ
る
と
い
う.の•.'
が
有
効
需
要
原
理
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
資
本
蓄
積 

の
於
か
.は
貯
蓄#
^'
傲S

す
る
:0
,す
な
わ
ち
、
成
長
率
は
資
本
簾
.と
貯
蓄
率 

.

.と
に
よ
っ
：て
決
定
さ
れ
る
，の
で
あ
る
。
分
配
率
は
貯
蓄
率
を
通
じ
て
資
本
蓄
積 

率
を
左
右
す
る
か
も
し
れ
な
い
が

;>
資
本
蓄
積
の
大
き
さ
を
制
約
す
る

.も

の

で
.
 

は
な
い
。.む
し
ろ
.年

々

の

資

本

蓄

積

の

大

き

さ

こ
そ

逆
に
分
配
を
決
定
す
る
も 

の
な
の
で
あ
る
。
.
カ
ル
ド
ア
：•：
モ
デ
ル
は
ニ
つ
：
の
成
長
と
分
配
の
メ
.
カ
ニ
ズ
ム 

の
不
可
解
な
混
合
と
い
わ
ね
ば
：な
ち
ぬ
。
こ
の
不
可
澥
は
結
局
、
.

可
能
な 

生
産
函
数
と
投
資
函
数
と
い

V
i

一
つ
の
資
本
需
要
表
が
択

.

一
的
に
え
ら
ば
れ
る 

'の
で
な
く
、
モ
デ
ル
内
に
併
存
ル
て
い
る
こ
と
に
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

.新
古
典
派
成
長
モ
デ
ル
に
含
.ま
れ
て
い
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
.は
次
の
よ
う
な
も
の 

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
.：：̂

^
発
展
は
.人
：ロ
の
増
加
と
.掛
術
の
進
歩
と
に
よ
っ
て 

推
進
さ
れ
つ
つ
あ
る’。.経
済
体
系£
は
価
格
の
パ
ラ
メ
ー
タ
：
機
能
が
十
分
に 

発
揮
し
う
る
程
度
に'自
电
競
争
が
ゆ
き
わ
た
？
'て
い
る
。
中
立
的
技
術
進
歩
に 

よ
っ
て
資
本.
労
働
比
率
は
た
ん
ず
上
昇
し
、
：
市
場
は
喔
賃
金
を
ま
す
ま
す 

高
め
る
で
あ
ろ
う
。
：
.し
.か
1>
.、.
.分
配
^:
は
賃
金
の
：
上
昇
に

.も
力
.力
わ
ら
す
つ
.ね 

、に
コ
シ
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
一
0
.,
'
-そ
う
し
セ.、

ご
，め

安

定

的

成

長

を

保

証

ず

る

有

効 

需
要
は
つ
ね.
^
}
す̂
る
、•寅
々
0
.
“务

'
ノ
バ ̂

/

 

こ
の
よ
う
な
新
古
典
派
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
対
し
て
わ
れ
わ
れ
の
当
面
す
る
問 

題

：は
こ
う
で
あ
る

.。
こ
れ
に
代
扣
：る
ヴ
ィ
ジ
ョ
：ン
を
わ
れ
わ
れ
は
求
め
る
こ
と 

:

, 

:ニ
：五V
'
C
A六
五)

..：

.

成

理
論
と

分
配



が
で
^
/
.る
が
ど
う
：か
、
も
し
求
め
る
と
し
た
ら

何

処

：に
求
め
る
：ベ.き
：か
と
い
う 

こ
と
？
こ
れ
は
ま
た
？
効
需
要
原
理
を
分
析
要
具
と
し
て
え
ら
ぶ
.か
ど
う
か
と 

い
う
こ
と.に
も
通
じ
る
の
で
あ
る
0;:
.

注a
)

，
均
衡
：状
態
セ

'は
べ
生
産
物
は
ず
べ
て
資
本
と
旁
爾
と
に
分
配

.
し
つ<

'
'

さ
れ
、
余
剰
は
消
滅
ず
る
。
，も
•し
企
業
者
の
報
酬
が
こ
の
余
剰
を
も
っ

V

 

.
充
て
ら
れ
る
よ
う
な
性
質
，の
.
も
の
^ ,
ら
ば
、.
均
衡
に
お
い
て
企
業
者
の
報 

酬
は
ゼ
ロ
で
；
あ
る
。.
た
：と
え
技
術
の
中
立
的
進
歩
を
仮
定
し
て
も
、
技
術 

進
歩
の
結
実
は
資
本と
免
働^
に
分
配
し
つ
く
ざ
れ
る
。
,:
ダ
グ
デ
ス
面
数 

.
で
：は
資
本
の
分
配
举
は
い
ぜ
ん
と
し
てが
で
あ
る
':
0
..

し
か
し
、
も
し
企
業
者
の
報
酬
が
イ
ノ
ヴ
土
イ
シ
ョ
ン
の
導
A-
に
よ
る 

ゝ
報
酬
で
あ.
る
と
す
れ
ば
ど.
う
か
0
シ
ユ
ム
.べ
ー
ター
型
企
業
利
潤
は
次
の 

よ
：う
に
説
明
で
き
る
。
イ
ノ
ヴ’土
イ
シ
ョ
ン
ヒ
よ
る
_
盆
は
ま
ず
企
業
者 

が.
収
得
す
る
が
、
；企
業
間
の
競
争
に
：よ
？
て
や
が
て
生
産
物
の
価
格
は
下 

落
し
生
産
要
素
の
価
格
は
騰
貴
し
、
こ
の
利
益
は
消
滅
ず

.
る
。
し
た
が
っ 

て
、
企
業
者
が
た
え
ず
利
益
を
収
得
す
る
た
め
に
'は
、：
企
業
者
は
常
に 

イ
ノ
ヴ-
イ
シ
ョ
ン
を
導
入
し
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
：形
式
的
.に 

.

は
、
0:
1
、定
率
の
技
術
の
中
立
進
歩
の
流
れ
が
た
え
ず
存
在
す
る
、
S
 

.
産
1 :
素

，の
報
削
は

.

.1期
前
め
限.
界
生
、產
カ
に.
等」

し
い
、
と
：い
.
う.
仮
定
.で
あ 

:ら
わ
す
こ..
と
が
で..き
，よ
う
。.
そ.
う
す
れ
ば
、
ダ
グラ
.ス
..面
数
,
.

:
Y

H

\、S

、ゝL
V
，

.
：

.

.を
前
提
と
し
て
じ
資
本
の
肺
格
デ
は

'

:

ニ
六.(

八
六.
六)

:

■t
D

c r
O

Q

 

丨1)

ほ

、
、
丨
ド

G

l

^
、

V

で
あ
り
、

し
た
が
つ
て
資
本
9
分
配
分
は
：

：
. 

：

x

、、c
r
l

)

w
TB
、、L

n

=-t
o

^
y,'
'
-
l
: 

.

で
：あ
る
。
同
様
に
労
働
.
の

分
配
分
はa
l

^)

Y
7
1で
あ
る
。
企
業
者 

の
報
酬
は
今
期
の
生
ー
産
物
か
ら
資
本
扭

.
ょ
び
穷
働
に
支
私
？
た
報
觊
を
き 

し
引
い
た
の
と
り
で
あ
る
：か
ら
、
.

:

-:
Y
,—

届

 

i

a

l's
Y
,ュ}

•

=

孓

、r

%

?

l

〕

M

、、L

X

、、

' 

N 

a

l

\
、

)

\

l
、、L

X
、、

ゆ
え
に
、
企
業
者
の
分
：配

孝

は

lie

丨'
 

で.
あ.
る
0
イ
ノ
ヴ
エ
イ
シ 

■':

ョ
ン
の
流
れ

.
が
，速
か
な
ほ
ど
、
す
な
わ
ち
栗
大
き
い
ほ
ど
企
業
者
の
分 

酌
率
が
大
で
あ
る
こ
と
：は
も
ち
：：ろ
ん
で
あ
る
。
:
:::..
.
 

CV
V

ヵ
ル.•
ド
ァ
，
モ
デ
ル

0
；

究
極
：の
均
街
狀
態
で
：は
、
'均
衡
成
長
率
は
分 

配
率
か
：ら
ま.
つ
た.
く
独
立
で
あ
る
。
.
.

こ
；の
点
で
は
新
古
典
派
的
ヴ
イ
ジ
ョ 

ゾ
が
：体
系
を.
压
倒
し'て
”
る
わ
け
.であ
る
9
珣
衡
殳
@2
率
に
は
完
全
雇
用 

.
貯
蓄
率
に
一
定
の
大
き
さ
.
を
#
え
る
役
割
し
か
与
え
ら
れ
て'い
な
い
。
す 

な
わ
ち
、
力
ル
ド
ア

.

モ
デ
ル
は
新
古
典
派
的
成
；長
.モ
デ
ル
に
お
け
る
完 

,
全
雇
用
貯
蓄
率
の
決
定
方
.
式
と
も
ぃ
ぇ
る
の
：で
ぁ
る。：

.：

.

_

産
業
国
有
化
政
策
の
意
義
と
そ
の
眼
界

.

：

、
r

.
 

'

.

-  

'. 

..... 

.. 

..... 

--
' 

•. 

'

英
国
劳
働
党
の
直
面
し
た
問
題
を
中
沁
と
し
て——

，

..

.

:

マ
.
'
'
.
、

.

.
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：
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'

'-
,

;

福

最
近
、

「

現
代
資
本
主
義

」

.の
変
貌
が
屢
々
問
題
と
さ
れ
、
現
段
階
に
お
け
る 

先
進
国
の
資
本
主
義
に
つ
い
て
、

「

福
祉
国
家1-「

ス
テ
I
テ
ィ
ズ
ム

」.(stati

丨 

s
m
)
「

混
A悬

済」

等
と
い
っ
た
如
き
特
微
づ
け
が
な
さ
れ
：て
い
る
。

こ

う
 

し
た
変
貌
の
原
因
及
び
意
義
に
つ
い
て
の
議
論
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る

'が
、
こ 

の
変
貌
の
重
要
な
要
素
は
、
経
済
に
対
す
る
国
家
の
.積
極
的
働
き
か
け
に
あ
る 

と
い
え
よ
う
。

し
か
も
、

国
家
の
経
済
に
対
す
る
働
き
か
け
が
単
に
経
済
の
：
 

f
u
n
c
t
i
o
m
l

な
要
素
に
対
し
て
の
み
だ
付
で
な
く
、
そ
の
組
織
乃
至
体
制
に 

ま
で
及
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
現
段
階
の
資
本
主
義
の
重
要
な
特
微

が
..

あ
る
。
経 

済
政
策
の
問
題
と
し
て
産
業
国
«
化
が
重
視
さ
る
べ
き
で
あ
る
の
は
、
か
か
る 

理
由
の
ゆ
克
で
あ
る
。
特
に
私
が
問
題
と
し
た
い
，の
は
、
産
業
国
有
化

i

を 

社
会
改
革
の
た
め
の
経
済
政
策
の

1

環
と
し
て
積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
の
意 

義
で
あ
る
。
元
来
産
業
国
#

$

政
策
を
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
重
視
す
る
の 

は
社
会
主
義
者
で
あ
る
。
社
会
主
義
は
マ
ル

.ク
ス
主
義
系
の
社
会
主
義
と
：、
広 

い
意
，味

で

の

フ

ュ

ビ

ア

ン

主

義

系

の

い

わ

ゆ

る

.

「

.民
主
的
社
会
主
義

」

と
に
大
.
 

別
で
き
る
が
、.産
業
国
#

^
政
策
に
つ.い
.て
の
考
え
方
は
前
者
と
後
者
と
.で
.は

庫
業
国
有
化
政
策
の
，意

義

と

そ

の

限

界

,.

根
本
的
に
異
な
る
。

前
者
は
、

「

生
産
'
.分

配
*
父
換」

手
段
を
全
面
的
又
は'.
 

殆
ん
ど
全
面
的
に
公
的
所
有
に
移
す
と
と
が

tt
ム

心

の「

経

-^
的
基
礎
条 

件」

で
.あ
る
と
主
張
す
る
。
後
者
は

——

少
な
く
と
も
最
近
主
流
と
な
っ
て
い 

る
考
え
に
ょ
れ
ば

——

公
有
化
'乃
至
国
有
化
は
生
産
系
段
又
は
産
業
の
全
部
に 

つ
い
て
で
は
な

V
、

分
：に'

6

い
て
行
わ
れ
る
だ
付
で
そ
の
目
的
を
達
し
得 

る
と
み
る
。
し
か
も
、
公
有
化
乃
至
国
有
化
を
急
速
に
で
な
く
、
資
本
主
義
社 

会
の
捽
内
介
ら
禪
進
的
に
.

「

分

割

払

い.,
-
の
方

式
に

ょ

っ

て

進

め

て

行

く

こ

と 

:を
主
張
H

。
こ
の
ホ㈱
が
扱
ぅ
の
は
こ
の
罾
罾
の
立
場
の
産
業
国
有
化
政
策 

で
あ
る
。
こ
の
種
の&有
化
政
策
を
特
に
主
張
す
る
の
は
フ
エ
.
ビ
ア
ン
系
社
会 

主
義
の
中
心
勢
力
を
な
す
英
国
の
社
会
主
義
者
で
あ
る
。
英
国
労
馨
政
庖
が
：
 

第
一一

次
大
戦
後
に
行
っ
た
産
業
国
*

^
政
策
は
、
そ
の
実
験
で
あ
る

と
い
え 

.る
。
そ
れ
故
こ
の
小
論
に
於
て
は
、
英
国
労
働
党
の
国
有
化
政
策
の
理
論
と
実 

際
と
を
主
と
し
.て
'参
考
に
す̂

。

(

注
I

V
と
d

./
f
論
で
は
多
く
の
場
合
、
'産
業
国
有
化
と
い
ぅ
言
葉
を
使
ぅ
が 

..
こ.
れ
.は..

い
.

さ
さ..
か.
便
宜
的..
で
あ
っ.
て.
必
ず
し
■も
'所.
有
の.
；主.
体
が.
国
家
で
，な..
く.
1

• 
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